
平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分
に
お

い
て
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
も
住
民
税
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

沼
田
税
務
署
1
●
２

１
３
１
へ

■
若
年
層
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
支
援
奨

励
金
制
度

国
の
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事

業
と
し
て
、
若
年
者
を
３
カ
月
間
試

行
的
に
雇
用
し
た
市
内
中
小
企
業
者

に
奨
励
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
若
年
者

市
内
在
住
で
沼
田
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
て

い
る
15
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人

奨
励
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
１

月
当
た
り
１
万
２
５
０
０
円

※
１
事
業
所
５
人
を
限
度
と
す
る

申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
国
の
支
給
決

定
通
知
書
を
受
け
た
日
か
ら
30
日

以
内
に
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

へ
■
離
職
者
等
雇
用
企
業
奨
励
金
制
度

リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
離
職
し
た
人
を

沼
田
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ

り
雇
用
し
た
中
小
企
業
事
業
者
に
奨

励
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
離
職
者

▽
市
内
在
住
で
リ
ス

ト
ラ
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
失
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
45
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
▽
市
内
在
住
で
障
害
の

あ
る
人(

身
体
障
害
者
福
祉
法
、

知
的
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
保
健

法
に
基
づ
く
人)

奨
励
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
15

万
円
、
障
害
の
あ
る
人
は
17
万
５

０
０
０
円

※
１
事
業
所
45
万
円
を
限
度
と
す
る

申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
離
職
者
な
ど

を
雇
い
入
れ
た
日
か
ら
30
日
以
内

に
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
へ

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ

厚
生
労
働
省
で
は
、
職
場
の
い
じ

め
や
嫌
が
ら
せ
を
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
呼
ん
で
、
社
会
に
注

意
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。
企
業
や
労

働
組
合
は
対
策
に
取
り
組
み
、
職
場

で
働
く
一
人
一
人
も
自
分
た
ち
の
職

場
を
見
つ
め
直
し
、
互
い
に
話
し
合

う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
監
督
課

1
０
２
７(

２
１
０)

５
０
０
３
、

沼
田
労
働
基
準
監
督
署
1
●
０
３

２
３
へ
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お
知
ら
せ

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
へ
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

奨
励
金
制
度
の
お
知
ら
せ

こ
れ
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
？

〜
み
ん
な
で
な
く
そ
う
！
職
場
の

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜

12月４日(火)～10日(月)は｢第64回人権週間｣
■人権週間を考えたい

誰もが大切なものだと理解しているはずの｢人権｣につい

て、人権週間を機会に改めて考えてみましょう。

人権週間は、国連で｢世界人権宣言｣が採択された昭和23

年12月10日を｢人権デー｣と定めています。日本では毎年

12月４日から人権デーまでの一週間を人権週間と定めて、

全国的な活動が推進されています。

■基本的人権の尊重

人権(基本的人権)とは、私たちが幸福な生活を送るために

必要な権利であり、この権利は日本国憲法において国民に

保障されています。

本年度の強調事項は、女性の人権を守ろう／子どもの人

権を守ろう／高齢者を大切にする心を育てよう／障害のあ

る人の自立と社会参加を進めよう／部落差別をなくそうな

どです。

■真の人権の世紀に

21世紀が｢人権の世紀｣であることを改めて思い起こし、

一人一人が人権を尊重することの重要性を正しく認識し、

他人の人権にも十分配慮した行動がとれるよう、社会全体

で不断の努力を続けていくことが必要です。私たちは、基

本的人権を尊重し合い、自分たちの力で大切に守り育てて

いかなければなりません。家庭や地域、学校、職場など日

常生活におけるルールとしての人権感覚や、人権への正し

い知識を十分に身に付け、互いに共存できる平和で豊かな

社会の実現を目指しましょう。

問い合わせ 社会教育課社会教育係1内線３３３３、社会

福祉課社会係1内線７７２４２へ

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－3674

市
内
で
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
交
通
安
全
に
つ
い
て
再
確
認

し
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
社
会

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

年
末
に
か
け
て
日
の
出
や
日
没
の

時
間
帯
に
高
齢
者
の
事
故
が
多
く
な

り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る

い
服
装
と
反
射
材
用
品
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
、
左
右
の
安
全
確
認
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
無
理
な
横
断
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
優

し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
者
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は

「
車
か
ら
見
え
に
く
い
こ
と
」を
意
識

し
て
、
明
る
い
服
装
と
反
射
材
用
品

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は
、夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
と
と
も

に
、
対
向
車
に
配
慮
し
な
が
ら
ハ
イ

ビ
ー
ム(

上
向
き)

を
積
極
的
に
活
用

し
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
早
め
に
発

見
し
て
危
険
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
も
車
両
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
信
号
機
や
一
時
停
止

な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
夕
暮

れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増

え
る
時
期
で
す
。
飲
酒
運
転
の
危
険

性
と
反
社
会
性
を
認
識
し
、
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
・
さ
せ
な
い
と

い
う
固
い
決
意
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

交
差
点
事
故
・
追
突
事
故
の
防
止

交
差
点
の
一
時
停
止
場
所
で
は
停

止
線
の
手
前
で
止
ま
っ
て
安
全
確
認

を
行
い
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
徐
行
や
左
右
の
安
全
確
認
を
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
追
突
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
早
め
に
方
向
指

示
器
や
ス
ト
ッ
プ
ラ
ン
プ
、
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
追
突

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
前
の

車
と
の
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、

運
転
に
集
中
し
て
、
う
っ
か
り
・
ぼ

ん
や
り
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

生
活
課
生
活
係
1
内

線
７
７
３
５
１
へ

日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
熱

き
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
駅
伝
in
ぐ
ん
ま
が
新
春
の
上
州
路

を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
６
地

区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
37
チ
ー
ム

が
日
本
一
を
目
指
し
７
区
間
、
１
０

０
㎞
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
大
会
の
様

子
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
28
局
フ
ル
ネ
ッ

ト
で
午
前
８
時
30
分
よ
り
中
継
さ
れ

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.p
re
f.g
u

nm
a.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト

１
月
１
日(

火)

午
前
９

時
10
分

問
い
合
わ
せ

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

実
施
本
部(

県
総
務
部
総
務
課)

1

０
２
７(

２
２
６)

２
０
３
２
へ

と
き

12
月
８
日(

土)

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

内
容

■「
が
ん
で
痛
む
心
に
音
楽
を
」／
音

楽
療
法
士
　
新
倉
晶
子
さ
ん

■「
模
擬
患
者
活
動
　
ご
存
じ
で
す

か
？
」／
新
老
人
の
会
群
馬
支
部

事
務
局
長
　
吉
江
福
子
さ
ん

■「
が
ん
哲
学
外
来
　
１
年
を
振
り

返
っ
て
」／
順
天
堂
医
学
部
教
授

樋
野
興
夫
さ
ん

問
い
合
わ
せ

沼
田
病
院
地
域
医
療

連
携
室
1

７
０
１
７
へ
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12
月
１
日(

土)

〜
10
日(

月)

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
２
０
１
３
in

ぐ
ん
ま

■１月の休館日 １～３.７.14.21.28日
■ふれあい福祉センター健康相談
とき 12月11日(火)・１月16日(水)

午前10時～11時30分
内容 血圧測定・握力測定

ふれあい福祉センター

1○23３４９７

石井　遼
りょう

くん（２歳４カ月）

元気いっぱいの遼くんは、り
んごが大好き。運搬車に乗って
園の中に入ったり、お客さんに
｢ありがとうございました｣って
挨拶できるんだよ。りんご園の
小さなアイドルです。(鍛冶町)

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
偉
大
な
る
お
節
介
　
医
療
の
す

き
間
に
光
を
灯
す
」


